
千
歳
飛
行
場
は
大
正
15
年

10
月
に
村
民
の
勤
労
奉
仕
で

完
成
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
飛
行
場
を
作
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
話
が
あ
る
。

～
大
正
５
年
頃
、
千
歳
村

村
長
山
田
亘
、
郵
便
局
長
中

川
種
次
郎
、
村
議
渡
部
榮
蔵

(

山
三
ふ
じ
や
創
業
者)

は
千

歳
村
南
方
の
サ
ン
ナ
シ(

エ

ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ)

沢
に
盆
栽

用
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
を
伐
採

し
に
出
か
け
「
広
大
な
火
山

灰
地
の
活
用
方
法
と
し
て
飛

行
場
で
も
出
来
な
い
も
の
か
」

と
冗
談
話
を
し
た
と
言
う
～

※
サ
ン
ナ
シ
沢
は
自
衛
隊
西
側

滑
走
路
北
端
辺
り
？

大
正
２
年
頃
、
北
海
道
各

地
で
興
行
飛
行
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
飛
行
機
は
分
解
さ

れ
鉄
道
貨
車
に
よ
り
移
動
、

離
発
着
は
練
兵
場
や
農
地
で

あ
り
飛
行
場
と
呼
ぶ
に
は
足

ら
な
か
っ
た
。

※
北
海
道
初
の
専
用
飛
行
場
は

大
正
14
年
完
成
の
十
勝
音
更
飛

行
場(

１
３
０
ｍ×

20
ｍ)

昭
和

４
年
に
閉
鎖
。

大
正
期
、
北
海
道
で
は
北

海
タ
イ
ム
ス
と
小
樽
新
聞
社

が
紙
面
を
競
い
合
い
、
販
売

競
争
上
か
ら
も
大
正
15
年
に

小
樽
新
聞
社
は
「
北
海
」

北
海
タ
イ
ム
ス
は
「
北
斗
」

の
飛
行
機
を
そ
れ
ぞ
れ
保
有

す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
大
正
15
年
８
月
に

は
、
千
歳
・
美
々
の
両
駅
が

開
業
、
１
日
各
上
下
５
本
の

貨
客
混
合
列
車
が
運
行
、
千

歳
～
苗
穂
間
の
所
要
時
間
は

１
時
間
30
分
で
あ
っ
た
。

【
着
陸
場
建
設
の
発
端
】

千
歳
駅
開
業
直
後
の

９
月
、
小
樽
新
聞
社
社

員
が
千
歳
村
役
場
を
訪

れ
「
鉄
道
開
通
し
た
千

歳
に
お
い
て
約
３
０
０

名
の
参
加
者
を
募
っ
て

孵
化
場
見
学
後
、
千
歳

神
社
山
で
昼
食
会
を
開

く
計
画
が
あ
る
。
村
役

場
に
湯
茶
の
接
待
を
お

願
い
し
た
い
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
千
歳
に
は
一

軒
の
飲
食
店
も
な
か
っ

た
が
、
役
場
は
「
千
歳

特
産
の
山
ぶ
ど
う
、
馬

鈴
薯
、
三
平
汁
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
」
と
応
え

た
。こ

の
対
応
に
感
激
し

た
新
聞
社
社
員
は
「
我
社
に

は
購
入
し
た
ば
か
り
の
社
機

が
あ
る
の
で
、
当
日
汽
車
の

到
着
に
合
わ
せ
社
機
を
千
歳

上
空
に
派
遣
し
、
謝
恩
の
意

を
込
め
宣
伝
ビ
ラ
を
空
中
散

布
し
ま
し
ょ
う
」
と
発
言

し
た
。

役
場
は
「
折
角
、
千
歳

上
空
ま
で
飛
ん
で
く
る
の
で

あ
れ
ば
そ
の
社
機
を
着
陸
さ

せ
て
、
是
非
真
近
で
見
せ
て

欲
し
い
」
と
頼
み
込
ん
だ
。

当
時
、
飛
行
機
は
ま
だ
珍

し
く
興
行
の
対
象
に
な
る
時

代
で
あ
り
役
場
の
頼
み
は
、

着
陸
す
る
場
所

も
な
く
途
方
も

な
い
注
文
で
あ
っ

た
。社

員
は
役
場

の
意
向
を
社
及

び
飛
行
士
に
伝

え
る
こ
と
を
約

束
し
て
帰
っ
て

い
っ
た
。

数
日
後
、
小

樽
新
聞
社
の
社

員
と
共
に
24
歳

の
酒
井
憲
次
郎

飛
行
士
が
千
歳

役
場
を
訪
れ
た
。

自
動
車
に
乗
り

な
が
ら
札
幌
か

ら
千
歳
へ
の
航

空
路
を
予
想
し

周
辺
の
地
形
を

頭
に
入
れ
た
。

こ
の
地
形
を
見
な
が
ら
飛

ぶ
方
法
を
陸
軍
式
の
陸
地
航

法
と
い
う
。

着
陸
場
候
補
と
し
て
、
村

議
渡
部
榮
蔵
が
最
初
に
案
内

し
た
千
歳
神
社
近
く
の
畑
は

背
後
に
神
社
山
が
あ
り
十
分

な
滑
走
距
離
が
取
れ
な
い
こ

と
か
ら
適
当
で
な
か
っ

た
。室

蘭
街
道
の
鉄
道
寄

り
も
千
歳
川
に
近
く
、
地
盤

が
軟
弱
の
う
え
街
道
沿
い
の

家
屋
が
障
害
だ
っ
た
。

困
り
果
て
た
渡
部
は
以
前

村
長
ら
と
盆
栽
用
の
苗
木
を

探
し
に
行
っ
た
サ
ン
ナ
シ
沢

を
思
い
出
し
た
。

酒
井
を
案
内
す
る
と
、

「
こ
こ
は
地
盤
も
固
く
離
発

着
に
適
し
て
る
。
距
離
も
十

分
で
あ
る
が
、
伐
採
し
た
根

株
を
抜
根
し
て
整
地
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
広
さ

は
７
０
０
０
坪
～
９
０
０
０

坪
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う

が
、
長
さ
１
１
０
間
、
幅

60
間(

約
２
０
０
ｍ×

約
１

１
０
ｍ)

で
決
着
し
た
。

※
当
時
の
着
陸
場
は
現
在
の
矩

形
で
な
く
、
ど
の
方
向
か
ら
も

離
着
陸
で
き
る
よ
う
四
角
形
で

あ
っ
た
。

早
急
に
着
陸
場
を
造
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
村
民
の

労
力
奉
仕
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
、

着
陸
場
建
設
の
村
民
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

議
題
は
「
着
陸
場
を
造
る

か
否
か
の
件
」
提
案
説
明
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

「
も
し
札
幌
へ
飛
行
機
の

活
動
写
真
を
見
に
行
く
と
す

れ
ば
、
汽
車
の
往
復
料
金
と

昼
食
代
で
１
回
３
円
は
か
か

る
。
１
日
の
出
面
費
が
１
円

20
銭
と
し
て
２
日
、
１
戸
か

ら
１
人
整
地
作
業
を
し
て
く

れ
れ
ば
珍
し
い
飛
行
機
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
、
着
陸
場

を
造
成
す
る
か
否
か
」
提
案

は
賛
同
を
得
た
。

斯
く
し
て
、
飛
行
機
を
見

る
た
め
、
青
年
団
・
婦
人
会
・

小
学
生
ま
で
も
が
鋸
・
鍬
を

手
に
抜
根
な
ど
の
整
地
作
業

に
汗
を
流
し
た
。

作
業
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
の
が
サ
ン
ナ
シ
沢

で
飛
行
場
で
も
作
ろ
う
か
と

話
し
た
３
人
で
あ
っ
た
。

整
地
作
業
の
日
付
は
不
明

で
あ
る
が
、
２
日
間
で
１
５

０
人
の
動
員
が
あ
っ
た
。

完
成
後
、
酒
井
飛
行
士
が

着
陸
場
を
確
認
し
、
検
査
に

合
格
し
た
。

【
１
番
機
の
着
陸
】

飛
来
は
、
孵
化
場
見
学
・

昼
食
会
の
開
催
さ
れ
た
10
月

17
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
雨
天
の
た
め
延
期
。

22
日
午
後
１
時
過
ぎ
、
澄

み
切
っ
た
秋
空
の
も
と
、

北
海
１
号
機
が
西
北
の
方
向

か
ら
侵
入
し
、
人
々
の
歓
呼

に
応
え
る
か
の
よ
う
に
旋
回

し
ビ
ラ
を
撒
い
た
後
、
大
地

を
な
め
る
よ
う
緩
や
か
な
角

度
で
進
入
し
着
陸
場
の
１
／

３
も
使
わ
ず
に
着
陸
し
た
。

※
10

月
23

日
付
小
樽
新
聞
に

「
地
上
に
起
こ
る
万
歳
の
声
、

熱
狂
す
る
村
民
蝟
集
」
の
見
出

し
で
、
消
防
団
・
青
年
団
・
千

歳
村
近
郊
の
官
民
有
志
数
百
、

千
歳
・
恵
庭
・
北
広
島
・
沼
ノ

端
・
苫
小
牧
の
一
般
観
覧
者
５

千
、
近
村
の
小
学
校
生
徒
２
千

な
ど
、
１
万
近
い
観
衆
が
集
ま
っ

た
と
紹
介
し
て
い
る
。

当
時
、
千
歳
村
は
人
口
５
千
。

【
２
番
機
の
飛
来
】

昭
和
２
年
８
月
26
日
、
北

海
タ
イ
ム
ス
社
機
北
斗
５
号

機
が
飛
来
、
操
縦
士
の
永
田

飛
行
士
は
植
土
と
泥
炭
の
軟

弱
な
札
幌
北
24
条
の
札
幌
飛

行
場
と
比
べ
、
千
歳
の
飛
行

場
は
広
々
と
し
た
火
山
灰
地

が
飛
行
場
適
地
で
感
激
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

以
後
、
村
民
の
勤
労
奉
仕

を
基
本
と
し
て
昭
和
10
年
２

期
工
事
、
翌
11
年
３
期
拡
張

工
事
を
行
い
、
陸
海
軍
に
誘

致
運
動
を
推
進
、
昭
和
14
年

念
願
だ
っ
た
海
軍
飛
行
隊
の

開
庁
に
繋
が
っ
た
。

-

酒
井
憲
次
郎-

明
治
36
年
７
月
生

▲
大
正
11
年
３
月
、
航
空
局
陸

軍
依
託
第
３
期
操
縦
生
課
程
に

10
倍
の
難
関
を
突
破
し
て
合
格

▲
大
正
14
年
、
１
等
飛
行
機
操

縦
士
技
倆
証
明
書
取
得

▲
大
正
15
年
８
月
、
小
樽
新
聞

社
入
社
、
12
月
退
社

▲
昭
和
２
年
１
月
、
朝
日
新
聞

社
入
社

▲
昭
和
３
年
、
日
本
国
内
最
高

の
飛
行
時
間
・
距
離
を
達
成
し
、

国
際
飛
行
連
盟
が
最
優
秀
飛
行

士
と
し
て
「
ハ
ー
モ
ン
・
ト
ロ

フ
ィ
ー
」
受
賞

▲
昭
和
７
年
９
月
15
日
、
満
州

～
大
阪
の
飛
行
中
、
日
本
海
に

て
殉
職
29
歳
。

▲
平
成
14
年
、
北
海
１
号
機
の

功
績
を
称
え
、
千
歳
市
空
港
公

園
に
酒
井
操
縦
士
像
が
建
立
さ

れ
た
。

-

次
回
に
続
く-

千 鷲 会 だ よ り （３２号） （２） ２０２１年(令和３年)１月１５日

物
故
会
員

５
月

小
松

鶴
男

(

北
光)

６
月

田
中

脩
嗣

(

北
斗)

７
月

髙
橋

匠

(

新
富)

８
月

中
村

定
夫

(

北
斗)

９
月

猪
狩

治
郎

(

住
吉)

10
月

福
山

秀
雄

(

住
吉)

10
月

荒
井

誠

(

北
栄)

12
月

鶴
野

良
雄

(

錦
町)

１
月

山
上

登
生

(

新
富)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

千歳空港物語 その１
千鷲会だより編集部

今
年
は
千
歳
空
港
開
設
95
年
、
昭
和
26
年
千
歳
飛
行
場
に
民
間
航
空
機
が
飛
来
し
て
70
年
、

我
々
と
関
り
の
深
い
千
歳
飛
行
場
の
遷
り
変
り
を
千
歳
市
史
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

千
歳
空
港
は
村
民
の
勤
労

奉
仕
で
完
成
し
た
の
は
知
っ

て
い
た
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
の

は
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
「
日
本
で
唯
一
、
飛

行
場
が
あ
る
オ
ラ
が
村
」
と

い
う
誇
り
が
、
村
民
の
勤
労

奉
仕
の
原
動
力
と
な
り
、
先

人
た
ち
の
汗
と
努
力
が
基
礎

と
な
っ
て
千
歳
空
港
が
発
展

し
て
き
た
こ
と
に
感
動
を
覚

え
た
。

千
鷲
会
の
会
員
数

（
１
月
15
日
現
在
）

正

会

員

５
３
９
名

賛
助
会
員

団
体

18
社

個
人

18
名


